
 

 

 

 

 

晩秋から初冬の彩へ 

 

  最後の力を振り絞り見事に色づいています 

 
       丸の内中学校探究発表会 

 

 関音研長野大会。「音楽」の皆で未来を語りました  
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11月もあと 2日。あっという間に年末を迎える頃

となりました。夏が長かった今年の色は、晩秋から

冬へと季節を移しています。学校は明日まで定期

考査。これが終わると 3年生は 12月より特編授

業となります。それぞれの夢の実現のためのラスト

スパート。春を迎えるための力を蓄えましょう！ 

●11月 6日は丸の内中学の探究発表会に出かけ

ました。3年生全員のポスターセッション。中学生

とは思えぬ研究の数々とプレゼンの力に驚きまし

た。指定校として今後は各中学校にもこの実践が

つながることを期待するところです。 

●17日は長野県で義務教育の「関東甲信越音楽

教育研究会」が長野市で開催され参加。音楽が果た

すべき役割をあらためて考える時間でした。 

★校友誌にも寄稿しましたが現在放送中の水曜ド

ラマ「コタツがない家」にハマっています。家族の姿

の在り方をあらためて考えます。寒くなりました。

皆さんのご家庭はコタツありますか！？何気なく

コタツに寄って、集まって交わされる家族の会話。

大切にしたいなと思います。 

【ダンス部全国大会出場おめでとう！】

看板が掲げられ大喜びするダンス部生徒のほほえまし

い姿がありました。全国の舞台でも、美しくしなやかに、

悔いなく演じてきてください！ 

 


